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高畠町時沢の追跡調査から

山形県置賜地方における
葬送墓制習俗の変化

1997（平成 9）年度から 1998（平成 10）年度にかけて，日本全国の 47 都道府県を対象に，1960

年代前後と 1990 年代前後の葬送墓制習俗の現状が調査され，その結果は 4 冊の資料調査報告書『死・

葬送・墓制資料集成』にまとめられ，1999（平成 11）年に国立歴史民俗博物館から発行された。

武田正によって当時調査された山形県東置賜郡高畠町時沢において，2011 年に執り行われた葬儀

の事例を調査し，約 15 年前との変化を確認した。

時沢における葬送墓制には，武田が調査した当時から，幾つかの点に変化がみられた。近親者が

行っていた湯灌は病院での清拭に代わられ省略されていた。かつては隣組が作製していた死装束や

葬具は，葬儀社により準備されたものが利用されるようになった。また火葬が普及したことにより，

穴番（穴掘り役）は形式化し，通夜の翌朝に入棺をしていたものが逆順化した。近親者が行ってい

た入棺については，火葬の普及とともに，葬儀社のサービスに組み込まれたために変化した点も見

受けられる。また，土葬から火葬への移行は，埋葬の方法のみならず，墓そのものも変えている。

墓や墓地に変化をもたらしたものは葬法の変化のみではなく，墓・墓地また死体に関わる政策や，

衛生観念における変化にも要因を求めることができる。こうした要素が複合的に関係し合いながら，

葬送墓制習俗の動態が生れていると言えよう。

【キーワード】葬儀，湯灌，通夜，火葬，墓

【論文要旨】

小田島建己
ODAJIMA Takemi

はじめに

❶死亡直後の動きと知らせ

❷湯灌から通夜まで

❸出棺・葬式・埋葬

❹葬式の後

おわりに

Changes in Funeral and Burial Customs and Practices 
in the Okitama Area in Yamagata Prefecture：

A Follow-up Study of Tokizawa in Takahata Town


